
〔
論
　
文
〕

睡
虎

地
秦
墓
竹
簡
釈

文
註
一
解
⇔

　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
こ
の
拙
稿
は
『
阪
南
論
集
・
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
　
第
四
号
』
、

『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目
』
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
『
編

年
記
』
の
昭
王
四
十
五
年
か
ら
今
上
（
秦
始
皇
）
四
年
ま
で
の
註
解
を
試
み
た

が
、
本
稿
で
は
今
上
五
年
か
ら
、
こ
の
『
編
年
記
』
最
後
の
年
に
当
る
今
上
三

十
年
ま
で
の
註
解
を
試
み
た
。
写
真
図
版
で
は
解
読
困
難
な
所
が
多
く
、
文
物

出
社
刊
行
の
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
本
文
中
で
は
『
単
行
本
』
と
略
称
し
た
）

の
釈
文
に
負
う
所
が
多
か
っ
た
と
い
う
点
は
、
前
稿
と
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
史
記
、
秦
始
皇
本
紀
》
な
ど

　
　
《
編
年
記
》
釈
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
於
け
る
同
年
関
係
記
事

”丑
年
　
　
　
　
　
　
　
　
○
將
軍
驚
攻
魏
、
定
酸
棄
、
燕
、
虚
、
長
平
、
灌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丘
、
山
陽
城
、
皆
抜
之
、
取
二
十
城
。
・
初
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
郡
。
．

a
六
年
、
四
月
、
爲
安
陸
令
史
。
○
韓
、
魏
、
超
、
衛
、
楚
共
撃
秦
、
取
壽
陵
。
秦

　
　
　
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

帽
七
年
、

刎
八
年
、

副
九
年
、

高

正
月
甲
寅
轟
令
史
。

　
橋
　
　
　
庸
　
一
　
郎

　
　
出
兵
、
五
國
兵
罷
、
披
衛
、
迫
東
郡
、
其
君

　
　
角
率
其
支
属
徒
居
野
王
、
阻
其
山
以
保
魏
之

　
　
河
内
。
○
魏
景
潜
王
二
年
、
秦
抜
我
朝
歌
。

　
　
衛
徒
野
王
。
O
楚
考
烈
王
二
十
二
年
、
與
諸

　
　
侯
共
伐
秦
、
不
利
而
去
。
楚
東
徒
都
壽
春
、

　
　
命
日
郭
。

○
將
軍
驚
死
、
以
攻
龍
、
孤
、
慶
都
、
還
兵
攻

　
　
汲
。
○
魏
∴
二
年
、
秦
抜
我
汲
。

○
王
弟
長
安
君
成
蜻
將
軍
趨
、
反
、
死
屯
留
、
軍

　
　
吏
皆
斬
死
、
遷
其
民
於
臨
挑
。
絡
軍
壁
死
、

　
　
率
屯
留
、
蒲
鵠
反
、
致
其
屍
。

○
攻
魏
垣
、
蒲
陽
。
四
月
、
上
宿
薙
。
己
酉
、
王

　
　
冠
、
幣
剣
。
長
信
侯
富
作
馳
而
費
、
矯
王
御

　
　
璽
及
太
后
璽
以
讃
縣
卒
及
衛
卒
、
官
騎
、
戒

　
　
葎
君
公
、
舎
人
、
將
欲
攻
斬
年
宮
爲
鼠
。
王

　
　
知
之
、
令
相
國
昌
卒
君
、
昌
文
君
讃
卒
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
　
第
二
五
巻
第
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
。
戦
戒
陽
、
斬
首
敷
百
、
皆
舜
爵
、
及
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
皆
在
戦
中
、
亦
拝
爵
一
級
。
富
等
走
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
魏
、
五
年
、
秦
抜
我
垣
、
蒲
陽
、
術
。

刮〔
十
年
〕
　
　
　
　
　
　
　
○
相
國
呂
不
章
坐
膠
富
冤
。
桓
騎
爲
將
軍
。
齋
超

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
來
置
酒
。

刊十
一
年
、
十
一
月
、
獲
産
。
○
王
鶉
、
桓
騎
、
楊
端
和
攻
鄭
、
臥
九
城
。
王
鶉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
攻
閥
與
、
榛
楊
、
皆
井
爲
一
軍
。
鶉
將
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
、
軍
廓
斗
食
以
下
、
什
推
二
人
從
軍
。
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
安
陽
、
桓
騎
將
。
○
超
攻
燕
、
取
狸
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
。
兵
未
罷
、
秦
攻
熱
、
抜
之
。

副十
二
年
、
四
月
癸
丑
、
喜
治
○
文
信
侯
不
章
死
、
霜
葬
。
其
舎
人
臨
者
、
晋
人

獄
郡
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
逐
出
之
、
秦
人
六
百
石
以
上
奪
爵
、
遷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
石
以
下
不
臨
、
遷
、
勿
奪
爵
。
○
楚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
、
魏
伐
楚
。

副十
三
年
、
從
軍
。
　
　
　
　
○
桓
騎
攻
超
平
陽
、
殺
競
將
雇
軒
、
斬
首
十
萬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
之
河
南
。
十
月
、
桓
騎
攻
撹
。
O
超
、
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
攻
武
城
、
雇
輯
率
師
救
之
、
軍
敗
、
死
焉
。

血
〇十

四
年
　
　
　
　
　
　
　
○
攻
描
軍
於
平
陽
、
取
宜
安
、
破
之
、
殺
其
將

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
。
桓
騎
定
卒
陽
、
武
城
。
○
超
、
秦
攻
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
、
宜
安
、
李
牧
率
師
與
戦
肥
下
、
都
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
封
爲
武
安
君
。

㎝十
五
年
、
從
卒
陽
軍
。
　
　
○
大
興
兵
、
一
軍
至
鄭
、
一
軍
至
太
原
、
取
狼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孟
。
○
趨
、
秦
攻
番
吾
、
李
牧
與
之
戦
、
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
。

⑫十
六
年
、
七
月
丁
已
、
公
終
。
〇
九
月
、
讃
卒
受
地
韓
南
陽
假
守
騰
。
初
令
男
子

自
占
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
書
年
。
魏
献
地
於
秦
。

胴十
七
年
、
攻
韓
。
　
　
　
．
○
内
史
騰
攻
韓
、
得
韓
王
安
、
轟
納
其
地
、
以
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
爲
郡
、
命
日
顕
川
。
○
韓
、
秦
虜
王
安
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷
入
其
地
、
爲
頴
川
郡
。
韓
遂
亡
。

皿
四十

八
年
、
攻
趨
。
正
月
、
　
○
大
興
兵
攻
超
、
王
勇
將
上
地
、
下
井
脛
、
端
和

依
生
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
將
河
内
、
莞
鹿
伐
舘
、
端
和
園
郁
郵
城
。

鯛十
九
年
、
□
□
□
□
南
郡
　
○
王
襲
、
莞
鹿
壷
定
取
趨
地
東
陽
、
得
超
王
。
引

備
敬
（
警
）
。
　
　
　
　
　
　
　
兵
欲
攻
燕
、
屯
中
山
。
秦
王
之
郡
郭
、
諸
嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
與
王
生
超
時
母
家
有
仇
怨
、
皆
防
之
。
秦
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
、
從
太
原
、
上
郡
蹄
。
超
公
子
嘉
率
其
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
百
人
之
代
、
自
立
爲
代
王
、
東
與
燕
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
、
軍
上
谷
。
○
超
、
十
月
、
郡
郵
爲
秦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

．
蝸廿

年
、
七
月
甲
寅
、
姻
終
。
○
燕
太
子
丹
患
秦
兵
至
國
、
恐
、
使
剤
輌
刺
秦
．

韓
王
居
□
山
。
　
　
　
　
　
　
王
。
秦
王
費
之
。
髄
解
輌
以
御
、
而
使
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶉
、
辛
勝
攻
燕
、
燕
、
代
讃
兵
撃
秦
軍
、
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
破
燕
易
水
之
西
。

㎜
廿
一
■
年
、
韓
王
死
。
昌
平
○
王
實
攻
（
翻
）
〔
荊
〕
。
乃
盆
讃
卒
詣
王
鶉
軍
、
途

君
居
其
虚
、
有
死
□
属
。
　
　
　
破
燕
太
子
軍
、
取
燕
繭
城
、
得
太
子
丹
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
。
燕
王
東
収
遼
東
而
王
之
。
新
鄭
反
。
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
君
徒
於
郭
。
○
楚
、
秦
使
將
軍
伐
楚
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
破
楚
軍
、
亡
十
錐
城
。
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血
9
　
　
　
　
　
　
　
　
）

廿
二
年
、
攻
魏
梁
梁
。

　
　
　
　
　
　
　
（

0
9

廿
三
年
＾
興
、

□
守
陽
口
死
。

文
君
死
。

蜘
甘
四
年
、

厘
皿廿

五
年

幽廿
六
年

攻
荊
、

四
月
、

口昌

□
□
□
王
□
□
。

爵廿
七
年
、
八
月
已
亥
廷
食

時
、
産
穿
耳

○
王
實
攻
魏
、
引
河
溝
灌
大
梁
城
壊
、
其
王
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
降
、
壷
取
其
地
。
○
魏
、
秦
灌
大
梁
、
虜
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
假
、
遂
滅
魏
以
爲
郡
縣
。

○
秦
王
復
召
王
鶉
、
彊
起
之
、
使
縛
撃
荊
。
取
陳

　
　
以
南
至
平
輿
、
虜
剰
王
。
秦
王
漉
至
郭
陳
。

　
　
荊
將
項
燕
立
昌
平
君
爲
荊
王
、
反
秦
於
潅
南
。

　
　
　
）

　
　
○
楚
、
四
年
、
秦
將
王
魏
破
我
軍
於
斬
、
而

　
　
　
（

　
　
殺
將
軍
項
燕
。

○
王
魏
、
蒙
武
攻
荊
、
破
荊
軍
、
昌
平
君
死
、
項

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
燕
途
自
殺
、
○
楚
、
秦
將
王
鶉
、
蒙
武
逮
破

　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
楚
國
、
虜
楚
王
負
甥
、
滅
楚
名
篇
郡
云
。

○
大
興
兵
、
使
王
責
將
、
攻
燕
遼
東
、
得
燕
王

　
　
喜
。
還
攻
代
、
虜
代
王
嘉
。
王
魏
途
定
荊
江

　
　
南
地
、
降
越
君
、
置
會
稽
郡
。
五
月
、
天
下

　
　
大
醗
。

○
齊
王
建
與
其
相
后
勝
讃
兵
守
其
西
界
、
不
通

　
　
秦
。
秦
使
持
軍
王
責
従
燕
南
攻
舜
、
得
奔
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
建
秦
初
井
天
下
。
○
齋
秦
兵
撃
齋
。
齋
王
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
相
后
勝
計
、
不
戦
、
以
兵
降
秦
。
秦
虜
王

　
　
建
、
遷
之
共
。
逮
滅
齋
爲
郡
。

　
）

○
表
、
更
命
河
爲
「
徳
水
」
。
爲
金
人
十
二
。
命

　
（

　
　
民
日
「
鈴
首
」
。
同
天
下
書
。
分
爲
三
十
六

　
　
郡
。

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

困
廿
八
年
、
今
過
安
陸
。

働
廿
九
年

閉
升
年

一
注
解
一

　
）

○
表

　
（

　
）

○
表

　
（

　
爲
阿
房
官
。
之
衡
山
。
治
馳
遣
。
帝
之
瑛

邪
、
達
南
郡
入
。
爲
太
極
廟
。
賜
戸
三
十
、

爵
一
級
。

　
郡
縣
犬
索
十
日
。
帝
之
瑛
邪
、
遣
上
黛
入
。

ω
　
こ
の
簡
に
は
年
次
以
外
の
記
述
は
全
く
な
い
。

　
五
は
図
版
で
は
X
で
あ
る
。
五
に
つ
い
て
『
説
文
』
は
、
「
X
五
行
也
、
以

二
、
陰
陽
在
天
地
閲
、
交
午
也
、
凡
五
之
属
皆
以
五
、
X
古
文
五
省
」
と
す

　
る
。
徐
鉱
は
、
「
臣
鉱
等
日
、
二
天
地
也
」
と
い
う
。
段
玉
裁
の
注
に
は
、

　
「
古
之
聖
人
、
知
有
水
火
木
金
土
五
者
而
後
造
此
字
也
」
、
更
に
、
「
二
像
天

地
」
と
し
、
ま
た
、
「
此
謂
X
也
、
印
澤
古
文
之
意
、
水
火
木
金
土
相
勉
相

　
生
陰
陽
交
午
也
」
と
あ
る
。
段
玉
裁
の
『
説
文
』
に
於
け
名
注
に
は
非
常
に

　
秀
れ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
こ
の
注
に
は
そ
の
中
で
あ
ま
り
に
不
用
意
に

　
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
五
は
、
甲
骨
文
、
金
文

と
も
に
X
で
あ
り
、
X
だ
け
の
も
の
の
字
は
今
の
所
見
当
ら
な
い
。
陰
陽
の

　
考
え
方
が
印
五
行
説
に
繋
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
陰
陽
の
書
『
易
』
が
周
公

　
に
よ
る
も
の
と
い
う
伝
説
に
則
っ
た
と
し
て
も
、
「
古
之
聖
人
、
知
有
水
火

　
木
金
土
五
者
而
後
造
此
字
也
」
と
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
五
行
説
の
成
立
は

　
そ
れ
か
ら
も
蓬
か
後
の
こ
と
で
あ
る
。
白
川
静
『
説
文
新
義
』
に
、
「
す
な

　
わ
ち
五
は
防
禦
の
器
。
こ
れ
を
敷
に
用
い
る
の
は
假
借
。
金
文
に
字
を
横
視

三
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の
形
に
か
く
こ
と
が
多
い
の
も
、
も
と
器
形
を
示
す
証
で
あ
る
が
、
早
く
か

　
ち
敷
字
の
五
に
専
用
さ
れ
て
、
他
義
に
用
い
る
例
は
殆
ん
ど
な
い
。
卜
文
に

　
吾
と
五
と
を
通
用
し
、
ま
た
酉
上
に
五
形
を
加
え
た
字
が
あ
る
。
吾
と
立
意

　
の
近
い
字
で
、
五
形
の
も
の
は
蓋
の
象
で
あ
る
」
「
五
の
古
意
は
御
で
あ
っ

　
た
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
全
く
当
を
得
た
説
解
で
あ
る
と
言
え
る
。
御

　
と
衙
が
意
味
的
に
も
音
の
上
か
ら
も
通
じ
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
で
理
解
さ
れ

　
よ
う
。

②
　
本
文
四
年
の
条
を
一
応
、
「
喜
除
安
陸
御
史
」
と
読
ん
で
お
い
た
。
『
戦
國

　
策
・
巻
二
十
八
』
に
、
「
安
邑
之
御
吏
死
、
其
次
恐
不
得
也
、
轍
人
爲
之
謂

　
安
令
日
、
公
孫
棊
爲
人
請
請
御
史
於
王
、
王
日
、
彼
固
有
次
乎
、
吾
難
敗
其

　
法
、
因
遼
置
之
」
と
あ
り
、
こ
れ
で
見
る
と
御
史
の
存
廃
を
決
め
る
の
は
や

　
は
り
王
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
・
し
か
し
ま
た
実
際
に
御
史
を
お
く
か
ど
う
か
の

　
判
断
は
令
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
飽
本
』
の
注
に
、

「
令
聞
王
言
、
故
立
其
次
、
大
事
記
、
前
漢
百
官
表
、
監
御
史
、
秦
官
、
掌

監
郡
、
此
策
云
云
、
六
國
已
遣
御
吏
監
掌
集
、
非
濁
秦
也
」
と
あ
る
。
つ
ま

り
御
史
は
本
来
秦
の
官
位
で
あ
っ
た
が
後
に
は
六
国
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
御
史

を
置
い
た
ら
し
い
。
『
韓
非
子
・
内
儲
説
上
・
説
六
』
に
、
「
ト
皮
爲
縣
令
、

其
御
史
汗
稜
、
而
有
愛
妾
、
卜
皮
乃
使
少
度
子
倖
愛
之
以
知
御
史
陰
情
」
と

あ
る
。
即
ち
御
吏
は
縣
令
の
下
の
官
で
あ
る
。
扱
、
い
ま
令
史
で
あ
る
が
、

令
史
は
漢
代
で
は
蘭
台
尚
書
の
属
官
で
、
居
郎
の
下
、
文
書
事
務
を
つ
か
さ

ど
っ
た
官
の
名
で
あ
る
。
歴
代
こ
れ
に
依
っ
た
の
で
あ
る
が
時
代
が
下
る
に

従
っ
て
そ
の
官
位
は
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
漢
以
前
の
令
史

が
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
甚
だ
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
吏
記
・
項

　
羽
本
紀
』
に
、
「
項
梁
乃
以
八
干
人
渡
江
而
西
、
聞
陳
嬰
已
下
東
陽
、
使
使

　
欲
與
連
和
倶
西
、
陳
嬰
者
、
故
東
陽
令
史
、
居
縣
中
、
素
信
謹
構
爲
長
者
、

　
東
陽
少
年
殺
其
令
、
」
と
あ
る
。
晋
灼
の
集
解
に
、
「
漢
儀
注
云
、
令
吏
日
令

　
史
、
丞
吏
日
丞
史
」
と
あ
る
が
、
令
吏
は
後
に
下
っ
端
役
人
と
し
て
の
令
史

　
を
言
う
語
と
な
っ
た
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
当
る
ま
い
。
ま
た
漢
代
の
令
吏

　
に
っ
い
て
は
『
通
典
・
職
官
典
・
尚
書
、
歴
代
都
事
主
事
令
史
』
に
、
「
令

　
史
、
漢
官
也
、
後
漢
尚
書
令
吏
十
八
人
、
曹
有
三
人
主
書
、
後
増
劇
曹
三

　
人
、
合
二
十
一
人
、
皆
選
於
蘭
蔓
符
節
簡
練
有
吏
能
者
也
」
と
あ
る
。
こ
れ

　
も
『
漢
儀
注
』
と
と
も
に
漢
代
の
令
史
で
あ
る
が
漢
以
前
の
令
史
の
職
務
も

　
あ
る
程
度
は
表
わ
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
史
記
』
の
正
義
に
、

．
「
楚
漢
春
秋
云
東
陽
獄
史
陳
嬰
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
項
羽
本
紀
』
に
、
「
居

　
縣
中
、
素
信
謹
稽
爲
長
者
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
令
史
は
縣
令
の

　
下
に
あ
っ
て
行
政
の
最
前
線
に
あ
り
、
裁
判
官
な
ど
も
兼
ね
て
い
た
よ
う
で

　
あ
る
。
よ
っ
て
地
方
官
と
し
て
は
相
当
高
い
地
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な

　
い
よ
う
で
あ
る
。
喜
は
二
年
前
に
御
吏
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
い
な
る

　
出
世
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
年
韓
・
魏
・
競
・
衡
・
楚
な
ど
が
一
体

　
と
な
っ
て
秦
を
攻
め
た
事
情
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
秦
が
衛
を
撃
つ
と
、
衛

　
の
君
の
角
は
一
族
を
率
い
て
野
王
に
う
つ
っ
た
が
、
野
王
は
む
し
ろ
安
陸
に

　
近
く
、
秦
に
と
っ
て
南
方
の
備
え
を
更
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

　
の
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
軍
隊
が
安
陸
か
ら
も
発
せ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
同

　
じ
年
に
秦
は
魏
の
朝
歌
も
抜
い
て
い
る
。
い
よ
い
よ
軍
務
が
激
し
く
な
る
中

　
で
内
政
の
充
実
の
為
に
喜
の
昇
格
人
事
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

3
　
こ
こ
に
は
前
文
の
、
「
爲
安
陸
令
吏
」
に
あ
る
「
爲
」
の
字
が
な
い
。
簡
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に
も
そ
の
形
跡
を
探
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
後
文
十
二
年
の
条
に
、

「
喜
治
獄
郡
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
勘
案
す
れ
ば
こ
の
文
も
意
味
的
に
は

「
爲
郡
令
史
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
郵
は
『
説
文
』
に
、
「
南
郡
縣
、
孝
恵
三
年

改
名
宜
城
、
以
邑
、
焉
聲
」
と
あ
る
。
孝
恵
三
年
は
、
前
漢
恵
帝
三
年
で
、

恵
帝
は
漢
高
祖
の
次
の
皇
帝
で
あ
る
。
南
郡
縣
は
前
の
安
陸
も
含
ん
で
お

り
、
こ
の
二
地
は
比
較
的
近
い
。
隔
た
る
こ
と
約
百
五
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
で
あ

る
b
こ
の
二
城
市
は
そ
の
大
き
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、

縣
郡
の
南
郡
か
ら
も
ほ
ぼ
同
距
離
に
あ
る
。
し
か
し
瓢
は
安
陸
よ
り
も
北
方

で
秦
の
都
戒
陽
な
ど
に
は
よ
り
近
接
し
た
位
置
関
係
に
あ
る
か
ら
、
安
陸
よ

ゲ
は
地
理
的
に
は
よ
り
要
地
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
郵
の
令
史
と
な
っ
た
．

と
い
う
こ
と
は
喜
に
と
っ
て
は
更
な
る
出
世
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
年

に
は
、
韓
、
魏
、
趨
、
衛
、
楚
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
秦
を
攻
め
、
秦
が
そ

れ
に
反
撃
す
る
と
衛
は
魏
地
の
河
内
郡
の
野
王
に
徒
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
年
秦
は
汲
も
攻
め
て
い
る
。
汲
は
そ
の
同
じ
河
内
郡
の
地
で
し
か
も
野

王
に
頻
る
近
い
所
で
あ
る
。
こ
の
年
は
秦
は
魏
の
朝
歌
も
抜
い
て
い
る
。
朝

歌
と
汲
も
ま
た
極
く
近
接
し
た
地
で
あ
る
。
秦
は
徹
底
し
て
魏
を
撃
っ
て
お

こ
う
と
い
う
作
戦
に
出
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
為
に
は
前
年
兵
を

動
か
し
た
楚
に
対
し
て
警
戒
を
ゆ
る
め
る
訳
に
い
か
ず
、
南
方
に
於
け
る
人

事
も
相
当
綿
密
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
翻
は
元
来
楚
地
で

あ
っ
た
。
『
秦
本
紀
』
、
に
よ
れ
ば
、
昭
王
廿
四
年
に
秦
は
楚
の
頃
嚢
王
と
郵

で
会
し
て
い
る
。
そ
し
て
廿
八
年
に
は
大
良
造
白
超
が
楚
を
攻
め
て
郡
を
取

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
同
四
十
年
に
し
て
喜
が
そ
の
令
史
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
因
み
に
郵
は
「
正
義
」
に
、
「
郵
、
於
建
反
、
又
音
優
、
括
地

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

　
志
云
、
故
優
城
在
嚢
州
安
養
縣
北
三
里
、
古
邸
子
之
國
也
」
と
あ
る
。

ω
　
こ
の
簡
は
年
次
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
他
の
記
述
は
な
い
。
こ
の
年
は

　
秦
王
の
弟
長
安
君
成
蠕
が
超
を
攻
め
た
後
、
秦
に
そ
む
い
た
為
に
長
安
君
を

　
殺
す
と
い
う
謂
は
ば
内
粉
の
あ
っ
た
年
で
あ
り
、
対
外
的
に
特
筆
す
べ
き
事

　
は
な
か
っ
た
年
で
は
あ
る
。

㈲
　
こ
の
簡
も
八
年
同
様
年
次
の
み
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
年
は
秦
王
の
母
大

　
后
の
寵
愛
を
盗
に
し
た
長
信
侯
擢
富
が
乱
を
企
て
た
こ
と
が
最
大
の
紀
事
で

　
あ
る
。
媛
毒
は
『
説
文
』
の
毒
の
項
に
、
「
衰
、
人
無
有
也
、
以
士
、
以
母
、

　
貫
侍
中
説
、
秦
始
皇
母
與
娚
毒
淫
、
坐
諌
、
故
世
罵
淫
日
娚
嘉
、
讃
若
挨
」

　
と
そ
の
淫
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
乱
は
緒
局
発
覚
し
、
こ
の

　
『
篇
年
紀
』
に
も
後
文
に
そ
の
各
の
見
え
る
相
国
の
昌
平
君
、
昌
文
君
に
よ

　
っ
て
鎮
圧
さ
れ
る
。

㈲
　
写
真
図
版
で
は
、
こ
の
簡
は
何
等
か
の
記
述
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
恩
わ
れ

　
る
が
殆
ん
ど
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
こ
の
年
は
『
始
皇
本
紀
』
に
、
「
大
索
、

　
逐
客
、
李
斯
上
書
説
、
乃
止
逐
客
令
、
李
斯
因
説
秦
王
、
請
先
取
韓
以
恐
他

　
國
、
於
是
使
斯
下
韓
、
韓
王
患
之
、
與
韓
非
謀
弱
秦
」
と
あ
っ
て
、
『
篇
年

　
紀
』
十
七
年
の
条
の
、
「
攻
韓
」
の
計
画
が
こ
の
年
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る

　
こ
と
が
解
る
。
ま
た
こ
の
年
に
は
大
梁
の
尉
綾
子
が
秦
に
来
て
、
始
皇
は
そ

　
の
計
策
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
文
信
侯
呂
不
章
の
娚
寡

　
に
絡
ん
だ
失
脚
も
こ
の
年
で
あ
る
。

例
　
「
獲
産
」
と
あ
る
が
、
写
真
図
版
の
獲
字
は
解
読
困
難
、
今
単
行
本
に
依

　
る
。
こ
の
年
喜
は
二
十
六
才
で
あ
る
。
獲
は
喜
の
年
令
か
ら
言
っ
て
恐
ら
く

　
喜
の
長
子
で
あ
ろ
う
。

五
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⑧
　
治
獄
と
は
治
獄
吏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
始
皇
本
紀
』
三
十
四
年
の
条
に
、

「
適
治
獄
吏
不
直
者
、
築
長
城
及
南
越
地
」
と
あ
る
。
■
こ
れ
で
み
る
と
地
方
■

　
の
官
で
は
あ
っ
て
も
中
央
の
任
命
権
の
も
と
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
七
こ
の
官
は
あ
ま
り
高
尚
な
官
位
と
は
言
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
条
の
文
か
ら
み
て
も
治
獄
吏
で
あ
っ
て
不
正
を
為
す
者
が
多
く
そ
の
不

　
正
の
程
度
相
当
甚
し
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
裏
を
か
え
せ
ば
不
正
を
行

　
う
こ
と
の
出
来
る
官
位
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
そ
れ
だ
け
陰
然
と
し
て
で
は
あ

　
っ
て
も
強
大
な
権
力
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
警
察

　
権
、
検
察
権
、
裁
判
権
を
一
手
に
握
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
権

　
力
の
強
大
さ
も
窺
い
知
れ
よ
う
。
こ
の
墓
主
の
喜
は
こ
の
治
獄
と
い
う
官
位

　
以
上
の
地
位
に
つ
い
た
と
い
う
形
跡
は
こ
の
『
篇
年
紀
』
か
ら
は
知
ら
れ
な

　
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
彼
の
墓
は
大
規
模
で
は
な
い
に
し
ろ
そ
の
副

装
晶
の
多
さ
、
埋
葬
文
書
の
多
様
さ
等
か
ら
み
て
、
そ
の
握
り
得
た
権
力
の

強
さ
と
、
築
き
得
た
財
の
大
き
さ
は
、
た
だ
の
下
級
吏
の
そ
れ
で
は
な
い
と

　
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
こ
の
『
篇
年
紀
』
か
ら
見
る
限

り
、
す
べ
て
喜
が
治
獄
と
い
う
官
位
に
つ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『
漢
書
・
刑
法
志
』
に
は
、
「
秦
有
十
失
、

其
一
尚
存
、
治
獄
之
吏
、
是
也
」
と
あ
り
、
宋
の
王
櫛
の
撰
に
な
る
『
野
客

叢
書
・
五
』
に
は
、
「
漢
獄
固
酷
、
獄
吏
尤
不
郎
」
と
あ
っ
て
以
降
そ
の
極

悪
ぷ
り
が
数
条
に
亘
っ
て
列
挙
し
て
あ
る
。
勿
論
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
喜
が

　
こ
れ
と
一
類
の
悪
徳
酷
吏
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
『
史

記
・
項
羽
本
紀
』
に
、
「
項
梁
嘗
有
櫟
陽
逮
、
乃
請
斬
獄
橡
曹
各
書
抵
櫟
陽
獄

橡
司
馬
欣
、
以
散
事
得
已
」
と
あ
る
。
こ
の
文
章
は
些
か
解
し
に
く
い
が
、

六

　
「
集
解
」
に
、
「
慮
勧
日
、
項
梁
曾
坐
事
樽
繋
櫟
陽
獄
、
從
斬
獄
橡
曹
各
取
書

　
與
司
馬
欣
、
低
、
蹄
、
已
、
止
也
」
、
「
章
昭
日
、
抵
、
至
也
、
謂
梁
嘗
被
櫟

　
陽
縣
逮
捕
、
梁
乃
謂
覇
獄
橡
曹
答
書
至
櫟
陽
獄
橡
司
馬
欣
、
事
故
得
止
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
也
」
と
あ
る
か
ら
大
意
は
知
れ
る
。
こ
の
場
合
の
橡
獄
と
い
う
の
は
治
獄
の

　
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
に
よ
る
と
獄
橡
は
自
己
の
管
轄
に
栗
る
案
件
の
み

　
で
は
な
く
、
他
地
の
獄
橡
と
そ
れ
ぞ
れ
連
係
を
保
ち
な
が
ら
他
の
獄
橡
の
管

　
轄
の
案
件
に
ま
で
そ
の
力
と
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
解
る
。

　
よ
っ
て
『
史
記
・
曹
相
國
世
家
』
に
、
「
平
陽
侯
曹
参
者
、
柿
人
也
、
秦
時

　
爲
流
獄
橡
、
而
齋
何
爲
主
吏
、
居
縣
爲
豪
吏
夷
・
」
と
あ
る
記
述
も
、
特
に

　
「
豪
吏
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
、
こ
の
場
合
の
喜
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は

　
ま
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
こ
の
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
の
中
に
も
『
封
診
式
』

　
と
呼
ば
れ
る
文
書
が
あ
り
、
そ
の
中
の
「
治
獄
」
の
項
に
は
、
「
治
獄
、
能

　
以
書
從
述
基
言
、
母
浴
（
答
）
諒
（
掠
）
而
得
人
請
（
情
）
爲
上
、
治
（
答
）

　
諒
（
掠
）
爲
下
、
有
恐
爲
敗
」
と
あ
っ
て
、
適
正
な
審
理
の
遂
行
と
法
の
施

　
行
を
促
し
、
強
引
な
追
査
や
拷
問
な
ど
を
戒
め
て
い
る
。
こ
れ
は
所
謂
秦
律

　
の
基
本
的
な
考
え
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
律
の
枠

　
か
ら
は
ず
れ
た
所
で
は
更
に
強
引
で
荷
酷
な
「
法
」
の
執
行
と
収
奪
が
行
わ

　
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ω
　
「
從
軍
し
た
の
は
勿
論
墓
主
の
喜
自
身
で
あ
る
。
前
掲
『
曹
相
国
世
家
』
の

　
平
陽
侯
曹
参
も
流
の
獄
擦
で
あ
っ
た
が
、
「
高
祖
爲
流
公
而
初
起
也
、
参
以

　
中
泪
従
、
將
撃
胡
陵
、
方
與
、
攻
秦
監
公
軍
、
大
破
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、

　
喜
と
は
そ
の
立
場
は
異
る
が
情
況
は
ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
。
『
秦
始
皇
本
紀
』

　
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
秦
の
栢
齢
が
趨
の
平
陽
を
攻
め
、
趨
の
將
息
概
を
殺
し

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(三)
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て
首
十
万
を
斬
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
い
は
結
着
が
っ
か
ず
、
十
月
に
ま
た
桓

　
齢
は
超
を
攻
め
■
て
い
る
。
こ
の
二
回
に
亘
る
超
へ
の
進
攻
の
う
ち
の
い
づ
れ

　
か
に
喜
も
從
軍
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
年
に
秦
王
は
河
南
に
巡
遊

　
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
軍
の
移
動
は
伴
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

　
恐
ら
く
こ
の
巡
遊
に
喜
が
從
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

①
①
　
こ
の
簡
は
年
次
以
外
に
何
等
か
の
記
事
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

　
と
思
わ
せ
る
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
は
、
今
と

　
な
っ
て
は
全
く
解
ら
な
い
。

ω
　
『
秦
始
皇
本
紀
』
の
十
三
年
の
条
に
は
、
「
桓
齢
攻
趨
平
陽
、
殺
描
將
雇

　
軌
、
斬
首
十
萬
」
、
「
十
月
、
桓
齢
攻
趨
」
と
あ
る
。
「
正
義
」
に
は
、
「
括
地

　
志
云
、
平
陽
故
城
在
相
州
臨
淳
縣
西
二
十
五
里
、
又
云
、
平
陽
、
戦
國
時
属

　
韓
、
後
属
超
」
と
あ
る
か
ら
、
平
陽
は
も
と
も
と
韓
地
で
あ
っ
た
の
が
韓
の

　
勢
力
後
退
と
と
も
に
北
方
の
鑓
が
侵
攻
し
、
超
領
と
な
っ
た
所
で
あ
る
。
こ

．
の
頃
即
ち
戦
国
末
期
に
於
て
は
最
も
秦
に
隣
接
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の

、
『
本
紀
』
と
同
年
の
条
を
『
超
世
家
』
で
見
る
と
、
幽
謬
王
遷
二
年
の
項
に
、

　
「
秦
攻
武
城
、
属
概
率
師
救
之
、
軍
敗
、
死
焉
」
と
あ
り
、
秦
が
攻
め
た
の

は
平
陽
で
な
く
て
武
城
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
集
解
」
も

　
そ
の
点
に
疑
問
を
抱
い
た
と
見
え
て
、
「
徐
廣
日
、
年
表
云
、
秦
抜
我
平
陽
」

と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
今
、
武
城
が
何
処
の
地
を
指
し
て
い
る
か
知
ら
れ
な

い
が
、
『
本
紀
』
十
四
年
に
、
「
桓
騎
定
平
陽
、
武
城
」
と
い
う
書
き
方
が
さ

れ
て
い
る
所
を
見
る
と
、
平
陽
と
武
城
は
極
く
近
隣
の
地
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
超
將
雇
靱
が
桓
騎
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
の
は
、
『
本
紀
』
で
は

平
陽
、
『
趨
世
家
』
で
は
武
城
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
矛
盾
が
あ
る
。
い
ま

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

『
篇
年
紀
』
の
こ
の
記
事
を
合
せ
考
え
て
み
る
に
、
や
は
り
こ
の
時
の
超
へ

の
進
攻
は
、
平
陽
に
於
け
る
戦
役
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
層

概
の
「
死
焉
」
も
平
陽
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
『
超
世
家
』
に
武
城
と
言
い
、

或
い
は
平
陽
と
武
城
を
並
列
し
て
い
る
の
は
、
記
述
上
の
誤
り
か
或
い
は
、

武
城
と
い
う
の
は
平
陽
の
別
名
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
恐
ら
く
平
陽
と
い

う
名
は
秦
領
に
組
み
込
ま
れ
た
以
降
の
呼
び
名
で
あ
り
、
韓
や
趨
に
あ
っ
た

頃
、
或
い
は
そ
れ
以
前
は
武
城
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
づ
れ
に

し
て
も
『
篇
年
紀
』
の
こ
の
記
事
は
、
『
超
世
家
』
の
武
城
が
、
『
本
紀
』
の

平
陽
と
は
全
く
別
の
地
の
名
で
あ
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
裏
づ
け
る

根
拠
の
一
つ
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『
秦
始
皇
本
紀
』
十
四
年

の
条
に
は
、
「
攻
超
軍
於
平
陽
、
取
宜
安
、
破
之
、
殺
其
絡
軍
、
桓
鯖
定
平
■
■

陽
、
武
城
」
と
あ
る
。
宜
安
に
つ
い
て
は
「
正
義
」
に
、
「
括
地
志
云
、
宜

安
故
城
在
常
山
稟
城
縣
西
南
二
十
五
里
也
」
と
あ
る
。
『
趨
世
家
』
の
幽
繧

王
遷
三
年
に
は
、
「
秦
攻
赤
麗
、
宜
安
、
李
牧
率
師
興
戦
肥
下
、
都
之
、
封

牧
爲
武
安
君
」
と
あ
り
、
宜
安
に
つ
い
て
「
正
義
」
は
、
「
括
地
志
云
、
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

安
故
城
在
恒
州
稟
城
縣
西
南
二
十
里
也
」
と
あ
っ
て
常
字
と
恒
字
が
通
用
さ

れ
て
い
る
。
肥
に
つ
い
て
「
正
義
」
は
、
「
括
地
志
云
、
肥
繁
故
城
在
恒
州

稟
城
縣
西
七
里
、
春
秋
時
肥
子
國
、
白
秋
別
種
也
」
と
あ
る
。
『
本
紀
』
と

『
世
家
』
の
記
事
は
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
か
に
見
る
が
、
実
は
『
本
紀
』

の
記
事
が
先
で
、
そ
の
後
に
続
く
も
の
が
『
世
家
』
の
記
事
な
の
で
あ
ろ

う
。
即
ち
秦
軍
が
平
陽
を
改
め
、
宜
安
を
取
っ
た
あ
と
更
に
肥
下
に
軍
を
進

め
よ
う
と
し
て
、
李
牧
の
反
撃
に
逢
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
李
牧
が
封
ぜ

ら
れ
た
武
安
は
、
郁
郵
の
西
北
約
三
十
キ
ロ
の
あ
た
り
で
あ
る
。
『
舘
世
家
』
・

七

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(三)
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に
よ
れ
ば
、
部
郵
が
秦
の
領
土
と
な
る
の
は
遷
王
八
年
十
月
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
時
よ
り
五
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
遷
王
七
年
に
李
牧

は
謙
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
時
に
武
安
も
秦
軍
の
手
に
落
ち
た

の
で
あ
ろ
う
。
扱
、
『
篇
年
紀
』
十
五
年
の
条
に
は
、
「
從
平
陽
軍
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
趨
を
攻
め
る
為
に
平
陽
に
向
う
秦
軍
に
、
喜
も
從
軍
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
『
秦
始
皇
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
秦
は
大
い

に
兵
を
興
し
て
は
い
る
が
、
一
軍
は
鄭
へ
、
一
軍
は
太
原
へ
で
あ
っ
て
、
平

陽
で
は
な
い
。
鄭
は
那
鄭
の
南
約
四
十
キ
ロ
の
所
、
太
原
で
は
狼
孟
を
取
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
太
原
市
の
北
東
約
三
十
キ
ロ
の
所
で
は
、
平
陽
か
ら
は
更

に
北
東
約
二
百
五
十
キ
ロ
で
、
両
城
と
も
平
陽
か
ら
は
遠
く
隔
っ
て
い
る
。

秦
が
平
陽
に
向
っ
て
軍
を
動
し
た
の
は
已
に
前
に
見
て
来
た
如
く
、
十
三

年
、
十
四
年
で
あ
る
。
し
か
も
十
四
年
に
は
已
に
、
「
桓
鯖
定
平
陽
」
で
あ

る
か
ら
、
十
五
年
に
は
も
う
軍
を
平
陽
へ
動
か
す
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
れ
等
の
記
述
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
『
篇
年
紀
』
は
何
と
言
っ
て
も
同
時
代
史
料
と
い
う
ぺ
き
で

あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
十
五
年
、
秦
軍
の
平
陽
攻
め
は
最
も
信
頼
性
の
あ
る

記
述
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
そ
う
す
る
と
『
本
紀
』
『
世
家
』
の
記
事
の

方
が
史
実
と
の
間
に
何
か
の
姐
鯖
が
あ
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
『
篇
年
紀
』
は
こ
れ
ま
で
に
も
『
秦
本
紀
』
『
秦
始
皇
本
紀
』
と
の
間
に
、

そ
の
史
的
記
述
の
年
次
に
於
い
て
一
年
の
差
違
が
あ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
。
例
え
ば
昭
王
五
年
の
「
蹄
蒲
反
」
、
八
年
「
新
城
蹄
」
、
十
八
年
「
攻

蒲
反
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
多
分
そ
れ
等
に
類
す
る
も
の

で
、
何
等
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
『
篇
年
紀
』
の
篇
年
次
が
、
『
史
記
』
の
そ

八

　
れ
よ
り
も
早
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑫
　
公
は
『
説
文
』
に
、
「
平
分
也
、
以
ハ
、
瓜
ム
、
ハ
猪
背
也
、
韓
非
日
、

　
背
ム
爲
公
」
と
あ
る
。
引
用
さ
れ
た
，
韓
非
子
』
は
、
「
五
議
第
四
十
九
」

　
の
、
「
古
者
蒼
韻
之
作
書
、
自
環
者
謂
之
私
、
背
私
謂
之
公
、
公
私
之
相
背

　
也
、
．
乃
蒼
韻
固
以
知
之
夷
」
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
説
文
』
の

　
こ
の
説
解
は
、
公
字
の
来
源
を
あ
ま
り
明
白
に
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　
公
は
ト
辞
で
は
M
、
八
o
金
文
で
は
川
一
）
、
八
O
で
あ
る
。
こ
れ
は
種
族
的
巫
祝

　
の
箱
を
つ
い
た
て
状
の
も
の
で
外
界
と
庶
断
し
て
守
っ
て
い
る
か
、
或
い
は

　
金
文
の
も
の
は
箱
の
上
に
修
祓
の
為
の
よ
り
し
ろ
を
つ
け
て
、
こ
れ
も
や
は

　
り
固
く
守
っ
て
い
る
象
形
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
公
は
本
来
神
聖
な
も
の
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
う
意
味
を
表
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
引
伸
さ
れ
て
公
字
は
多

　
様
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
こ
こ
に
当
て
は
ま
る
よ
う
な

も
の
は
、
『
史
記
・
外
戚
世
家
』
の
、
「
封
公
昆
弟
」
の
索
隠
に
、
「
公
祖
也
」

　
か
、
『
廣
雅
・
緯
親
』
に
、
「
公
父
也
」
か
、
或
い
は
、
『
儀
禮
・
既
夕
檀
』
、

「
公
國
君
也
」
の
疏
に
あ
る
、
「
臣
皆
尊
其
君
呼
之
日
公
」
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う

　
か
。
こ
の
『
篇
年
紀
』
は
極
め
て
プ
ラ
イ
ペ
ー
ト
な
年
次
紀
で
あ
っ
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
れ
ま
で
喜
が
事
え
た
で
あ
ろ
う
公
の
こ
と
、
或
い
は
そ
の
周
囲
の
臣
に
つ
い

　
て
は
全
く
触
れ
る
所
が
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
だ
け
喜
の
君
公
の
こ
と
と
取
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
公
に
は
祖
、
或
い
は
祖
父
の
意
味
も
あ
る
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
う
す
る
と
こ
こ
で
は
父
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
く
な
る
。
こ
の
公
は
や
は
り

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
父
の
意
に
取
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
占
は
『
説
文
』
に
、
「
祖
兆
問
也
、

以
ト
以
口
」
と
あ
る
。
ト
辞
で
は
レ
山
、
旭
で
表
わ
さ
れ
、
ト
辞
の
釈
文
と
し

　
て
は
、
「
ウ
ラ
ナ
イ
ミ
テ
」
と
訓
じ
ら
れ
る
。
ト
は
甲
骨
に
表
わ
れ
た
ひ
び

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(三)
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割
れ
、
卜
兆
を
象
し
た
も
の
。
下
の
〕
は
ト
鑛
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
を
囲
む
の
は
そ
の
ト
辞
の
結
果
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
固
定
化

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
抽
象
的
に
か
、
或
い
は
何
か
箱
状
の
も
の
に
入

れ
て
具
体
的
に
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
説
文
通
訓
定
声
』
に
は
、

　
、

占
字
の
意
味
が
敷
桁
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
「
占
、
艮
借
爲
帖
、
史
記
平
準

書
、
各
以
其
物
自
占
、
索
隠
、
自
隠
度
也
、
漢
書
注
、
各
隠
度
其
財
物
多
少

而
爲
名
簿
、
邊
之
干
官
也
、
昭
帝
紀
、
令
民
得
以
律
占
租
、
注
、
謂
自
隠
度

一
其
實
、
定
其
鮮
也
、
下
又
言
、
占
、
名
敷
、
其
義
並
同
、
今
猶
謂
獄
訟
之
辮

日
占
、
皆
其
意
也
、
宣
帝
紀
、
流
民
自
占
八
萬
鉄
口
、
注
、
謂
自
隠
度
其
戸

口
、
而
著
名
籍
也
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
引
用
し
た
『
本
紀
』
　
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

「
枕
令
男
子
書
年
」
と
ほ
ぽ
一
致
す
る
。
即
ち
占
は
自
署
す
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
か
ら
、
秦
は
こ
の
年
は
じ
め
て
男
子
に
甘
か
ら
そ
の
年
令
を
申
し
出

書
か
せ
た
の
で
あ
る
。
始
皇
帝
は
多
く
の
政
治
上
の
改
革
を
行
っ
た
。
例
え

ば
そ
の
中
に
は
文
字
の
統
一
や
、
度
量
衡
の
統
一
な
ど
、
秦
の
富
国
強
兵
策

を
遂
行
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
改
革
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
自
占

年
」
も
非
常
に
重
要
な
政
令
と
い
え
る
。
つ
ま
り
男
子
に
年
齢
を
自
か
ら
申

し
出
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
謂
ば
男
子
に
関
す
る
戸
籍
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
秦
は
い
つ
で
も
兵
役
、
労
役
に
使
う
男
子
を

徴
発
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
ま
た
税
の
負
担
割
当
て
、
徴
収
も
と
ど
こ
う

り
な
く
遂
行
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
も
、
以
後
ま

す
ま
す
秦
が
国
力
を
増
強
さ
せ
て
い
く
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。
こ
う
し
九
秦
史
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
東
プ
ジ
ア
史
全
体
に
と
っ
て

の
重
要
な
事
実
が
、
こ
の
『
篇
年
紀
』
に
よ
っ
て
追
確
認
さ
れ
た
意
義
は
極

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

　
め
て
大
き
い
と
言
え
る
。

0
3
　
秦
が
始
皇
帝
の
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
韓
を
攻
め
た
の
は
始
皇
三
年
の
こ

　
と
で
あ
っ
た
。
『
秦
始
皇
本
紀
』
に
、
「
蒙
驚
攻
韓
、
取
十
三
城
」
と
あ
る
の

　
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
秦
が
本
当
に
韓
を
亡
ぽ
そ
う
と
決
め
た
の
は
始
皇

　
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。
時
に
李
斯
は
秦
に
、
「
請
先
取
韓
以
恐
他
國
」
と
説

　
き
、
秦
は
、
「
於
是
使
斯
下
韓
」
こ
と
を
は
か
り
め
ぐ
ら
し
は
じ
め
た
の
で

　
あ
っ
た
。
『
秦
始
皇
本
紀
』
は
、
こ
の
後
、
「
韓
王
患
之
、
與
韓
非
謀
弱
秦
」

と
記
し
て
い
る
。
韓
王
安
も
、
韓
非
も
こ
の
時
已
に
李
斯
の
策
略
を
知
っ
て

　
い
た
の
で
あ
る
。
韓
王
安
に
と
っ
て
頼
る
べ
き
人
物
は
韓
非
し
か
い
な
か
っ

　
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
程
韓
非
が
人
並
み
秀
れ
た
頭
脳
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
現
存
す
る
『
韓
非
子
』
五
十
五
巻
を
見
て

　
　
　
’

も
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
韓
王
安
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
愚
鈍
で
あ
っ
た
為

　
に
本
当
に
韓
非
を
登
用
し
た
の
は
秦
へ
使
い
を
さ
せ
た
時
の
み
で
あ
っ
た
。

抑
々
秦
王
が
韓
を
攻
め
さ
せ
た
の
は
す
ぐ
れ
た
韓
非
に
逢
い
た
い
と
願
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
韓
非
が
秦
王
に
会
う
時
は
ま
た
韓
非
の
命
の
尽

き
る
時
で
も
あ
っ
た
と
、
『
史
記
・
韓
非
列
伝
』
は
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

『
秦
始
皇
本
紀
』
は
、
十
四
年
の
条
に
、
「
韓
使
秦
、
秦
用
李
斯
謀
、
留
非
、

非
死
雲
陽
、
韓
王
請
爲
臣
」
と
記
す
。
韓
非
を
失
っ
た
韓
王
安
は
も
は
や
国
．

を
保
つ
意
志
さ
え
も
う
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
故
に
十
六
年
の
、
「
九
日
、

讃
卒
受
地
韓
南
陽
假
守
騰
」
と
い
う
の
も
、
こ
の
南
陽
は
、
韓
が
戦
う
こ
と

な
く
自
発
的
に
差
し
出
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
十
七
年
の
「
内

史
騰
攻
韓
」
は
、
『
篇
年
紀
』
の
方
に
も
、
「
攻
韓
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は

殆
ん
ど
韓
の
低
抗
を
受
け
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編

第
二
五
巻
第
四
号

　
韓
王
安
は
捕
虜
と
な
り
、
「
得
韓
王
安
、
壷
納
其
地
、
以
其
地
爲
郡
、
命
日

　
顕
川
」
と
『
本
紀
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
韓
非
に
つ
い
て
『
韓
．

・
世
家
』
は
、
「
王
安
五
年
、
秦
攻
韓
、
韓
急
、
使
韓
非
使
秦
、
秦
留
非
、
因

　
殺
之
」
と
あ
り
、
こ
の
王
安
五
年
は
、
『
史
記
・
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
秦
始

　
皇
十
三
年
に
当
る
。
こ
れ
は
『
始
皇
本
紀
』
の
十
四
年
と
一
年
差
異
が
生
じ

　
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
は
『
本
紀
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
『
世
家
』

　
の
、
「
秦
攻
韓
」
が
十
三
年
で
、
そ
れ
以
下
の
記
述
、
即
ち
韓
非
が
秦
に
使

　
し
、
殺
害
さ
れ
た
の
は
十
四
年
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
韓
世
家
』

　
は
、
そ
の
終
り
を
、
「
九
年
、
秦
虜
王
安
、
轟
入
其
地
、
爲
頴
川
郡
、
韓
遂
．

　
亡
」
と
結
ん
で
い
る
。
因
み
に
頴
川
郡
は
、
洛
陽
を
そ
の
中
心
と
す
る
三
川

　
郡
の
東
に
隣
接
す
る
小
郡
で
あ
る
。

ω
　
『
本
紀
』
に
、
「
大
興
兵
攻
蛸
、
王
鶉
將
上
地
、
下
井
脛
、
端
和
將
河
内
、

　
莞
魔
伐
超
、
端
和
園
郡
邸
城
」
と
あ
り
、
『
篇
年
紀
』
の
、
「
攻
趨
」
と
一
致

　
す
る
。
上
地
は
「
正
義
」
に
よ
れ
ば
、
「
上
郡
上
縣
、
今
緩
州
等
是
也
」
と

　
あ
る
か
ら
、
威
陽
を
中
心
と
し
た
内
吏
の
東
よ
り
の
北
の
地
を
指
す
の
で
あ

　
る
。
井
脛
は
「
集
解
」
に
、
「
服
度
日
、
山
名
、
在
常
山
、
今
爲
縣
、
音
刑
」

　
と
あ
る
。
恒
山
郡
、
石
家
荘
の
北
西
四
十
キ
ロ
に
あ
る
。
恢
も
や
は
り
喜
の

　
息
子
で
あ
ろ
う
か
。
前
の
獲
と
用
字
の
上
で
関
連
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

　
董
同
稿
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
周
法
高
に
よ
る
古
代
復
原
音
は
、
そ
れ
ぞ
れ
下
段

　
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
い
ま
秦
代
の
音
は
全
く
解
ら
な
い
が
右
の
表
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
字
は
音
的
に
何
か
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
生
は
い
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
で
の
産
と
同
様
な
用
い
ら
れ
方
で
あ
る
。
生
は
『
説
文
』
に
、
「
進
也
、
象

　
e

　
開
d

　
．
m
漁

高
㎝
．
m

法
t
計

周
㎝
㎝

　
．
帆
C

　
n
鵬

　
A

　
e

　
S

　
e
d

　
n
　
e

　
．
1
　
t

高
㎝
．
㎜

法
C
前

周
．
㎝
㎝

　
㎞
㏄

　
加
。

　
e

　
e
s
d

　
－
m
漁

漢
㎝
m

本
t
討

高
㎝
㎝

　
．
帆
C

　
n
鵬

　
A

　
e

　
S

　
e
d

　
n
　
e

　
一
1
　
t

　
h
c

漢
C
㎜

本
C
前

高
．
釧
㎝

　
㎞
㏄

　
如
。

　
e

　
S

　
e
d

　
n
　
e

　
一
1
　
t

和
㎝
㎜

同
C
討

董
．
釦
㎝

　
・
㎝
㏄

　
ル
。

k
　
・
1

a
　
∂

u
　
u

γ
k

k
　
n

a
　
j

W
∂

r
　
Wg
k

kε釦
W
，
u

γ
kkとW

，
g

g
∂

W
ポ

独
拓

岬
W

　
k

獲
恢

）
　
）

入
平

（
　
　
（

⑮ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

卿
木
生
出
土
上
、
」
と
あ
る
。
生
は
自
動
詞
に
も
他

動
に
も
使
わ
れ
る
。
『
詩
経
・
小
雅
・
斯
干
』
に
、

「
乃
生
男
子
、
載
寝
之
状
」
と
あ
り
、
『
禮
記
・
内

則
』
に
、
「
妻
將
生
子
、
及
月
辰
、
居
側
室
」
ど
あ

る
の
は
い
ず
れ
も
他
動
詞
で
あ
る
。
ま
た
『
廣
雅
・

轟
親
』
に
、
「
人
十
月
而
生
」
と
あ
り
、
『
書
経
・
発

典
』
に
、
「
舜
生
三
十
、
徴
庸
三
十
、
在
位
五
十
載
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

陸
方
乃
死
」
な
ど
の
例
は
自
動
詞
で
あ
る
。
産
は

『
説
文
』
に
、
「
生
也
、
以
生
彦
、
省
聲
」
と
あ
る
。

『
正
字
通
』
に
、
「
産
、
婦
生
子
日
産
」
と
あ
る
。

『
橿
記
・
郷
飲
酒
義
』
に
、
「
産
萬
物
者
聖
也
」
と
あ

る
。
こ
れ
等
は
他
動
詞
。
『
漢
書
、
宣
帝
紀
』
に
、

「
金
芝
九
董
、
産
干
函
徳
殿
銅
池
中
」
と
あ
る
の
は
．

自
動
詞
で
あ
る
。
こ
の
『
篇
年
紀
』
で
は
、
今
廿
七

年
の
、
「
産
穿
耳
」
だ
け
が
他
動
詞
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。

　
『
秦
始
皇
本
紀
』
に
、
「
王
魏
、
莞
魔
轟
定
取
超
地

東
陽
、
得
避
王
」
と
あ
る
。
「
索
隠
」
に
、
「
鎧
王
遷

也
」
と
し
、
「
正
義
」
に
、
「
趨
幽
穆
王
遷
八
年
、
秦

取
超
地
至
平
陽
、
平
陽
在
貝
州
歴
亭
縣
界
、
遷
王
於

陵
」
と
す
る
。
即
ち
、
趨
王
は
二
年
秦
軍
の
捕
虜
と

な
り
、
超
は
亡
び
た
の
で
あ
る
。
故
に
「
秦
王
之
那

郵
」
と
あ
っ
て
、
秦
王
が
撹
の
都
で
あ
る
郁
郵
へ
入
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っ
て
幼
時
の
母
家
の
仇
怨
を
晴
し
た
の
で
あ
る
。
『
趨
世
家
』
は
簡
単
に
、
幽

繧
王
遷
「
七
年
、
秦
人
攻
趨
、
超
大
將
李
牧
、
將
軍
司
馬
尚
將
、
撃
之
、
李

牧
諌
、
司
馬
荷
冤
、
趨
忽
及
齋
将
顔
聚
代
之
、
超
忽
軍
破
、
顔
聚
亡
去
、
以

王
遷
降
、
」
と
記
し
ま
た
、
「
八
年
十
月
、
部
郵
爲
秦
」
と
す
る
の
み
で
あ

る
。
た
だ
「
集
解
」
に
は
、
「
准
南
子
云
、
錨
王
遷
流
於
房
陵
、
思
故
郷
、

作
爲
山
水
之
調
、
聞
之
者
莫
不
流
涕
」
と
、
あ
ま
り
他
の
部
分
の
注
解
に
は

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
注
を
施
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
か
く
し
て
超
は
滅

び
た
の
で
あ
る
が
、
『
本
紀
』
は
更
に
、
「
趨
公
子
嘉
率
其
宗
数
百
人
之
代
、

自
立
爲
代
王
、
東
與
燕
合
兵
、
軍
上
谷
、
」
と
記
す
。
し
か
し
こ
れ
は
す
ぐ

に
制
圧
さ
れ
、
『
本
紀
』
始
皇
二
十
六
年
の
秦
王
の
言
葉
に
、
「
描
公
子
嘉
乃

自
立
爲
代
王
、
故
學
兵
撃
滅
之
」
と
す
る
。
ま
た
『
燕
召
公
世
家
』
今
王
喜

三
十
三
年
の
条
に
は
、
「
秦
抜
遼
東
、
虜
燕
王
喜
、
卒
減
燕
、
是
歳
、
秦
將

王
責
亦
虜
代
王
嘉
」
と
あ
っ
て
、
超
公
子
で
あ
る
代
王
嘉
も
結
局
は
秦
の
捕

虜
と
な
る
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
『
篇
年
紀
』
は
こ
の
年
秦
は
南
部
に
備
え

を
し
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
始
皇
二
十
六
年
の

『
本
紀
』
に
、
「
秦
初
井
天
下
、
令
丞
相
、
御
史
日
」
と
し
、
そ
の
中
に
、
「
荊

王
献
青
陽
以
西
、
已
而
畔
約
、
撃
我
南
郡
、
故
讃
兵
諌
、
得
其
王
、
邊
定
其

荊
地
」
と
あ
る
の
を
指
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
『
楚
世
家
』
は
こ
れ
に
つ
い

て
全
く
触
れ
る
所
が
な
い
。
例
え
ば
幽
王
の
十
年
か
ら
の
記
述
を
み
る
と
、

「
十
年
、
幽
王
卒
、
同
母
弟
猶
代
立
、
是
爲
哀
王
、
哀
王
立
二
月
鎗
、
哀
王

庶
兄
負
観
之
徒
襲
殺
哀
王
而
立
負
拐
爲
王
」
と
あ
り
、
内
紛
の
み
に
あ
け
く

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
楚
が
秦
の
南
郡
を
撃
す
る
余
裕
が
あ
る
と
は
思
わ
れ

な
い
。
こ
れ
は
多
分
に
秦
王
の
自
己
正
当
化
の
為
に
脚
色
が
施
し
て
あ
る
の

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

　
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
荊
王
献
青
陽
以
西
」
と
い
う
の
は
、
『
楚
世
家
』
、
「
考

　
列
王
元
年
、
納
州
干
案
以
平
、
是
時
楚
盆
弱
」
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

　
れ
る
。
「
集
解
」
に
、
「
徐
廣
日
、
南
郡
有
州
陵
縣
」
と
あ
り
、
た
と
え
楚
が

　
本
当
に
秦
の
郡
を
侵
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
と
も
と
そ
れ
は
楚
の

　
領
土
で
あ
っ
た
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
、

⑯
　
姻
は
『
説
文
』
に
、
「
母
也
、
瓜
女
、
厘
聲
」
と
あ
る
。
喜
の
母
親
の
こ

　
と
で
あ
ろ
う
。
終
は
『
説
文
』
に
、
「
練
練
也
、
以
糸
、
冬
聲
、
血
ハ
古
文
終
」

　
と
あ
る
が
、
段
玉
裁
は
、
「
按
、
絃
字
恐
誤
、
疑
下
文
繰
字
之
講
取
其
属
也
、

　
廣
詣
云
、
終
極
也
、
窮
也
、
寛
也
、
其
義
皆
當
作
冬
、
冬
者
四
時
壷
也
、
故

　
其
引
申
之
義
如
此
、
俗
分
別
冬
爲
四
時
憲
、
終
爲
極
也
、
窮
也
、
寛
也
、
乃

　
使
冬
失
其
引
中
之
義
、
終
失
其
本
義
夷
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
解
釈
と

　
し
て
は
甚
だ
楽
し
い
が
、
し
か
し
恐
ら
く
正
し
く
は
あ
る
ま
い
、
血
ハ
が
冬
の

古
文
で
、
糸
を
止
め
る
為
に
そ
の
先
端
に
作
ら
れ
た
糸
の
タ
マ
を
象
し
た
も

　
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
が
終
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
所
謂
冬
（
フ

　
ユ
）
は
そ
の
引
申
さ
れ
た
意
味
で
あ
る
。
『
輝
名
・
釈
喪
制
』
に
、
「
終
・
尽

　
也
」
と
あ
る
の
や
、
『
周
禮
・
疾
蟹
』
に
、
「
死
終
則
各
書
其
所
以
」
、
『
橦
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

　
・
檀
弓
』
に
、
「
君
子
日
終
、
小
人
日
死
」
と
あ
る
の
が
、
終
の
死
の
意
味

　
に
使
わ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
喜
の
母
親
が
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
表

　
わ
し
て
い
る
。
次
い
で
『
篇
年
紀
』
に
は
、
「
韓
王
居
口
山
」
と
あ
る
が
、

　
韓
に
つ
い
て
は
、
十
七
年
に
滅
ん
だ
以
後
は
『
史
記
』
に
全
く
登
場
し
な

　
い
。
た
だ
『
始
皇
本
紀
』
二
十
六
年
の
詔
辞
に
、
「
魏
王
始
約
服
入
秦
、
已

　
而
與
韓
、
趨
謀
襲
秦
、
秦
兵
吏
諜
、
遂
破
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
詔
辞
の
記

　
述
順
序
か
ら
言
え
ば
、
趨
公
子
嘉
を
撃
っ
た
後
、
楚
を
威
ぼ
す
前
で
あ
る
。
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韓
王
は
こ
の
時
ま
で
ど
こ
か
に
遷
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
趨
王
は
房
陵

　
に
う
つ
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
魏
を
合
せ
た
三
者
の
謀
議
と
な
っ
た
と
思
わ

　
れ
る
が
、
所
詮
は
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
単
な
る
謀
で
終
っ
た
の

　
■
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
口
実
と
し
て
秦
玉
は
韓
王
を
殺
し
た
の
か
も
し
れ
な

　
い
。
そ
れ
が
『
篇
年
紀
』
廿
一
年
の
、
「
韓
王
死
」
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

　
因
み
に
こ
の
年
は
ま
た
、
「
風
講
粛
号
易
水
寒
、
牡
士
一
去
不
復
還
」
で
有

　
名
な
荊
輌
が
、
始
皇
帝
を
刺
し
に
出
か
け
た
が
失
敗
し
た
年
で
も
あ
る
。
そ

　
れ
に
よ
っ
て
次
の
年
、
燕
の
太
子
丹
は
秦
軍
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
燕
は
亡
び
る

　
の
で
あ
る
。

㎝
　
昌
平
君
に
つ
い
て
は
『
秦
始
皇
本
紀
」
の
九
年
に
、
「
長
信
侯
毒
作
馳
而

　
費
、
矯
王
御
璽
及
太
后
璽
以
讃
縣
卒
及
衛
卒
、
官
騎
、
戎
覆
君
公
、
舎
人
、

　
將
欲
攻
斬
年
宮
爲
乱
、
王
知
之
、
令
相
國
昌
平
君
、
昌
文
君
蟹
卒
攻
富
」
と

　
あ
る
。
「
索
隠
」
に
、
「
昌
平
君
、
楚
之
公
子
、
立
以
爲
相
、
後
徒
於
郭
、
項

　
燕
立
爲
荊
王
、
史
失
其
名
」
と
あ
る
。
昌
平
君
は
は
じ
め
秦
王
に
信
頼
厚

　
く
、
毒
討
伐
に
向
か
わ
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
多
分
戚
陽
に
近
い
．

　
所
、
即
ち
、
新
鄭
あ
た
り
に
居
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
新
鄭
で
乱
が
起
き
た
の

　
で
、
昌
平
君
が
そ
れ
に
乗
じ
て
力
を
得
る
こ
と
を
恐
れ
た
秦
王
は
、
南
陽
郡

　
の
郵
ま
で
、
昌
平
君
を
ひ
き
離
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
郭
の
地
は
『
篇
年
紀
』

　
の
主
人
公
喜
の
出
身
地
安
陸
、
或
い
は
令
史
と
な
っ
て
い
る
郡
と
は
比
較
的

　
近
い
。
喜
は
こ
の
昌
平
君
と
何
等
の
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
〔
史
失
其
名
」
者
を
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
書
留
め
た
の
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
が

　
喜
に
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

c
副
　
同
年
の
『
秦
始
皇
本
紀
』
に
は
、
「
王
責
攻
魏
、
引
河
溝
灌
大
梁
城
壊
、
」

一
二

　
と
あ
る
。
大
梁
と
は
『
篇
年
紀
』
に
言
う
梁
で
あ
り
、
魏
の
都
で
あ
る
。
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
在
の
河
南
省
開
封
市
で
あ
る
。
河
溝
と
言
う
の
は
勿
論
黄
河
か
ら
直
接
か
或

　
い
は
黄
河
か
ら
の
流
れ
で
あ
る
。
所
謂
水
攻
め
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
魏
王

　
は
、
「
講
降
」
、
秦
は
、
「
壷
取
其
地
」
と
あ
る
。
『
魏
世
家
』
に
よ
れ
ば
、
「
秦

　
灌
大
梁
、
虜
王
椴
、
遂
滅
魏
以
爲
郡
縣
」
と
あ
る
。
こ
び
年
魏
は
威
亡
し
た

　
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
魏
進
攻
の
理
由
が
、
秦
王
に
よ
れ
ば
韓
・
紺
と
謀

　
っ
て
秦
を
襲
う
と
し
た
か
ら
だ
と
い
ヶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
、

㈹
　
興
は
『
説
文
』
に
、
「
起
也
、
以
昇
、
瓜
同
、
同
力
也
」
と
あ
る
。
「
大
興

　
　
　
　
、

兵
」
の
興
の
意
味
で
あ
る
。
荊
は
『
説
文
』
に
、
「
楚
木
也
、
瓜
岬
、
刑
聲
、

瀞
古
文
荊
」
と
あ
る
。
『
爾
雅
・
澤
地
』
に
、
「
漢
南
日
荊
州
」
と
あ
る
。

　
『
春
秋
左
伝
・
荘
公
十
年
』
の
、
「
荊
敗
察
師
干
華
」
の
杜
預
の
注
に
、
「
荊
、

楚
の
本
號
」
と
あ
る
。
ま
た
『
呂
氏
春
秋
・
初
音
』
の
、
「
周
昭
王
親
將
征

　
剰
」
の
高
誘
の
注
に
、
「
荊
、
楚
也
、
秦
荘
王
講
楚
、
避
之
日
荊
」
と
あ
る
。

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
荊
と
は
楚
の
こ
と
で
あ
る
。
後
文
は
、
誰
か
が
陽
某
と
い
う
地
を
守
っ
て
死

　
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
恐
ら
く
楚
の
地
で
あ
り
、
死
ん
だ
者
は

楚
の
武
將
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
昌
文
君
に
つ
い
て
は
昌
平
君
と
同

様
、
同
時
に
秦
の
臣
と
な
り
、
膠
寡
を
攻
め
る
に
参
預
す
る
が
、
そ
れ
以
上

　
に
つ
い
て
は
、
『
本
紀
』
の
「
索
隠
」
に
、
「
昌
文
君
、
亦
史
失
其
名
」
と
あ

る
の
み
で
あ
る
o
こ
の
年
『
始
皇
本
紀
』
は
、
「
荊
將
項
燕
立
昌
平
君
爲
剰

王
、
反
秦
於
准
南
」
と
記
す
。
し
か
し
『
楚
世
家
』
で
は
、
「
四
年
、
秦
將

王
勢
破
我
軍
於
覇
、
而
殺
將
軍
項
燕
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
計
画
は
す
ぐ
に
失

敗
し
、
項
燕
は
殺
さ
れ
て
い
る
。
項
燕
は
衰
微
し
た
楚
を
、
親
族
同
志
の
骨

肉
の
争
い
に
汚
れ
た
王
負
鋼
に
よ
っ
■
て
で
は
な
く
、
昌
平
君
に
よ
っ
て
再
興
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し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

⑫
⑰
　
『
秦
始
皇
本
紀
』
は
同
年
の
記
述
に
、
「
王
鶉
、
蒙
武
攻
荊
、
破
荊
軍
、
昌

　
平
君
死
、
項
燕
遼
自
殺
」
と
す
る
。
項
燕
の
死
は
、
『
楚
世
家
』
の
記
述
よ

　
り
一
年
後
の
こ
と
と
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
自
殺
と
L
て
い
る
の
で
あ
る

　
が
、
『
吏
記
・
項
羽
本
紀
』
の
冒
頭
は
、
「
項
籍
、
下
相
人
也
、
字
羽
、
初
起

　
時
、
年
二
十
四
、
其
季
父
項
梁
、
梁
父
印
楚
將
項
燕
、
爲
秦
將
王
弱
所
薮
者

　
也
、
項
氏
世
世
爲
楚
將
、
封
於
項
、
故
姓
項
氏
」
と
あ
る
。
即
ち
項
燕
は

　
『
楚
世
家
』
と
同
様
殺
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
は

　
「
索
隠
」
が
、
「
此
云
爲
王
璃
所
殺
、
典
楚
漢
春
秋
同
、
而
姶
皇
本
紀
云
項
燕

　
自
殺
、
不
同
者
、
蓋
燕
爲
王
襲
所
園
逼
而
自
殺
、
故
不
同
耳
」
と
解
説
し
て

　
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
年
、
．
『
楚
世
家
』
に
、
「
秦
將
王
魏
、
蒙
武
途

　
破
楚
国
、
虜
楚
王
負
鋸
、
減
楚
名
爲
郡
云
」
と
あ
る
よ
う
に
楚
は
亡
び
た
の

　
で
あ
る
。
い
ま
『
篇
年
紀
』
の
記
事
は
全
く
解
ら
な
い
が
、
以
上
の
各
文
件

　
か
ら
み
て
、
恐
ら
く
、
「
攻
虜
楚
王
負
鋼
」
ぐ
ら
い
の
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ω
⑳
　
こ
の
『
篇
年
紀
」
は
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
極
め
て
私
的
な
大
事
紀
で

　
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
昌
平
君
も
、
昌
文
君
も
喜
に
と
っ
て
は
何
等
の
関

　
係
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昌
文
君
の
方
は
い
ま
何
も
資
料
が
な
い
か

　
ら
取
り
上
げ
な
い
が
、
昌
平
君
の
方
は
喜
の
い
た
場
所
σ
極
く
近
く
の
郭
で

　
荊
王
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
喜
の
立
場
は
相
当
複
雑
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な

　
い
。
廿
五
年
、
廿
六
年
の
無
記
述
は
そ
の
あ
た
り
を
暗
に
示
し
て
い
る
よ
う

　
で
な
ら
な
い
。
廿
五
年
に
は
、
王
襲
は
荊
、
江
南
の
地
を
平
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
当
然
様
々
な
余
波
が
喜
の
ポ
と
へ
押
し
寄
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。
喜

は
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
た
だ
じ
っ
と
時
の
流
れ
、
波
の
お
さ
ま
る
の
を
見
て

睡
虎
地
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い
た
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
廿
六
年
は
、
斉
を
倒
し
て
名
実
と
も
に
秦

　
が
初
め
て
天
下
を
統
一
し
た
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
歴
吏
的
な
大
事
業
で
あ

　
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
喜
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
全
く
記
す
る
所
が
な
い
。
何

　
か
身
辺
の
苦
痛
の
よ
う
な
も
の
が
、
こ
の
空
白
の
内
に
読
み
と
れ
る
よ
う
な

　
気
が
す
る
。

㈱
　
廷
は
『
説
文
』
に
、
「
朝
中
也
、
双
し
、
壬
聲
」
と
あ
る
。
康
駿
は
、
「
由

　
銘
文
『
中
廷
…
・
－
』
知
廷
字
指
宮
廷
建
築
中
的
某
一
部
分
」
と
言
っ
て
い

　
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
そ
こ
か
ら
引
申
さ
れ
た
意
味
を
表
し
て
い
る
も
の

　
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
『
古
籍
篇
』
に
、
「
人
直
立
地
上
、
容
形
端
正
、
故
訓

　
善
也
」
と
い
い
、
『
集
韻
』
に
、
「
廷
、
正
也
、
直
也
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で

　
あ
る
。
「
食
時
」
と
い
う
の
は
昭
王
柑
五
年
の
「
喜
産
」
の
所
に
見
え
る
「
鶏

鳴
時
」
と
同
じ
言
方
で
、
物
を
食
う
時
の
こ
と
、
『
左
伝
・
昭
公
五
年
』
に
、

「
明
夷
、
日
也
、
日
之
敷
十
、
故
有
十
時
、
亦
當
十
位
、
自
主
已
下
、
其
二

爲
公
、
其
三
爲
卿
、
日
上
其
中
、
食
日
爲
二
、
旦
日
爲
三
」
と
あ
り
、
そ
の

　
、
　
　
、食

目
に
つ
い
て
の
杜
預
の
注
に
、
「
日
中
當
王
、
食
時
當
公
、
平
旦
爲
卿
、

鶏
鳴
爲
士
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
時
と
は
朝
食
の
時
間
を
言
っ
て
い
る
の

　
で
あ
る
。
ま
た
『
詩
経
・
廓
風
・
蝦
煉
』
に
、
「
朝
瞬
干
西
、
崇
朝
其
雨
」

と
あ
り
、
そ
の
伝
に
は
、
「
隣
升
、
崇
終
也
、
從
旦
至
食
時
爲
終
朝
、
」
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

り
、
こ
の
場
合
の
食
時
も
朝
食
時
の
意
で
あ
る
。
「
毛
伝
」
は
更
に
続
け
て
、

「
嚢
云
、
朝
有
升
氣
於
西
方
、
終
其
．
朝
則
雨
氣
鷹
、
自
然
皇
言
、
婦
人
生
而

有
適
人
之
道
、
亦
性
自
然
」
と
あ
る
o
こ
の
『
篇
年
紀
』
の
場
合
は
、
「
升

氣
」
「
雨
」
は
関
係
は
な
い
が
、
そ
し
て
ま
た
「
穿
耳
」
と
い
う
の
が
〈
睡

虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
〉
が
、
「
當
爲
女
弦
名
」
と
い
う
よ
う
に
女
兄
の

ニ
ニ

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(三)

Page:13無断転載禁止。　



阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編

第
二
五
巻
第
四
号

　
名
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
食
事
」
に
婦
人
が
生
れ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

　
よ
い
事
な
の
で
あ
る
と
い
う
俗
習
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
れ

　
ば
、
今
ま
で
何
人
か
の
男
子
が
生
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
け
、
「
産
穿
耳
」
と
い
う
よ
う
に
産
字
を
他
動
詞
と
し
て
能
動
的
に
使
っ
た

　
意
味
が
汲
み
取
れ
る
。

侶
勘
　
『
始
皇
本
紀
』
に
よ
る
と
始
皇
は
こ
の
年
、
泰
山
で
封
禅
を
行
っ
た
他
に
、

　
「
於
是
乃
並
勃
海
以
東
、
過
黄
、
睡
、
窮
成
山
、
登
之
禾
、
立
石
頒
秦
徳
焉

　
而
去
、
南
登
破
邪
…
…
」
な
ど
の
東
方
へ
の
巡
幸
、
ま
た
、
「
乃
西
南
渡
准

　
水
、
之
衡
山
、
南
郡
、
浮
江
、
至
湘
山
祠
、
逢
大
風
、
幾
不
得
渡
、
…
…
上

　
自
南
郡
由
武
闘
蹄
」
と
南
郡
方
面
へ
の
巡
幸
を
行
っ
て
い
る
。
い
ま
『
篇
年

　
紀
』
に
見
え
る
、
「
今
過
安
陸
」
と
い
う
の
は
こ
の
南
郡
か
ら
帰
る
時
に
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
陸
を
よ
ぎ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
今
の
字
は
今
上
皇
帝
の
意
味
の
今
で
あ

　
っ
て
「
イ
マ
」
で
は
な
い
。
時
に
喜
四
十
三
才
で
あ
る
。

㈲
　
『
史
記
・
表
』
に
、
「
郡
縣
大
索
十
日
」
と
あ
る
の
は
、
『
本
紀
』
の
、
「
始

　
皇
東
澁
、
至
陽
武
博
狼
沙
中
、
爲
盗
所
驚
、
求
弗
得
、
乃
令
天
下
大
索
十

　
目
」
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ζ
の
盗
こ
そ
後
に
漢
祖
の

　
師
と
な
っ
た
張
子
房
の
こ
と
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
こ
の
あ
た
り
か
ら
已
に
、

　
秦
始
皇
に
公
然
と
反
意
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
勢
力
が
動
き
は
じ
め
る
の
で

　
あ
る
。

㈱
　
『
始
皇
本
紀
』
も
、
「
三
十
年
、
無
事
」
と
記
す
る
の
み
で
他
の
記
述
は
全

　
く
な
い
。
し
か
し
こ
の
年
こ
そ
恐
ら
く
、
『
篇
年
紀
』
の
主
人
公
喜
の
没
年

　
な
の
で
あ
ろ
う
。
『
篇
年
紀
』
は
こ
の
年
で
そ
の
す
べ
て
の
記
述
を
終
っ
て

　
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
四

（
一
九
八
九
年
十
二
月
二
五
日
受
理
）
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